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1. はじめに 

都市計画などの政策形成において、地域に関わる

様々な立場の住民や専門家が参加する形でのワーク

ショップなどが活用され、協働的に議論を進めてい

く機会が増えている。しかしながら、実際にワーク

ショップを実施したとしても時間や場所などの制約

によって参加できない人がいるのも事実である。議

論をより多くの人が納得するものとしていくために

はそのような制約をなくして誰もが参加できる機会

を設けなければならない。 

そこで本研究では、近年誰もが利用できるように

なったインターネットに着目した。議論を通じて合

意形成を図るためにＷＥＢチャットを使用すること

が有用であるかどうかを検証する。ＷＥＢチャット

を可能とするシステムは情報工学分野で開発された

ものを用いる。 

 

2. 研究の方法 

 近年、まちづくりなどにおいて住民参加型のプロ

ジェクトが増加している。しかし、実際にワークシ

ョップなどを実施しても参加できる人は限られてい

る。インターネットの普及によりＷＥＢ上で議論を

行うことができれば時間的・地理的制約がなくなり、

より多くの人が議論に参加できると考えられる。そ

こで、ＷＥＢ上で議論を行うためのシステムの開発

を行う研究者らと共同研究を実施することとした。 

具体的には、筆者らの大学で推進されているキャ

ンパス緑化を主題としたワークショップを実施した。

キャンパス緑化とは大学構内の空き地や駐車場、建

物の壁面などに樹木や花、芝生を設置することによ

って緑を増やすことである。被験者数人を２つのグ

ループに分けＷＥＢチャットを中心としたシステム

を用い議論を行ってもらった。この議論の内容を発

言の機能的側面などから分析し、考察を行う。 

 

 

3. ワークショップとＷＥＢチャットシステム 

 使用したＷＥＢチャットシステムでは、発言内容が

そのまま画面に反映され、投稿時刻が新しいものが

画面上で上に表示される（図 1）。他の参加者に対す

る返信機能もあり、返信先を参照することもできる。

発言と共に画像を貼り付けることもでき、参加者の

意見をまとめるアンケート機能もある。 

 本実験では、キャンパス緑化について自由に発言

をして議論を重ねてもらい最終的に緑化する場所と

方法を決定してもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図 1 参加者の発言表示画面 

 

      表 1 実験の実施日時 

実施日時 補足 

2011 年 12 月 21 日 

17:00～17:50 

説明 20 分 

議論 30 分 

2011 年 12 月 26 日 

10:40～11:30 
議論 50 分 

2012 年 1月 10 日 

16:20～17:30 
議論 70 分 

 

 実験は、学生 20 名の協力を得て行った。被験者を

7人と 13 人のグループに分けそれぞれをグループＡ、

グループＢとした。議論は 3回に分けて行い、初回

にシステムの説明をしてから議論を開始した。具体

的な日時については表 1に示す。 



4. 実験の分析及び考察 

実験の結果を分析し、考察を行う。実験の発言そ

れぞれを、表 2に示す会話分析のコーディングにし

たがって分類し、システム上での議論に特徴が表れ

るかどうかに着目する。 

 

     表 2 会話分析のコーディング 

 

 

 グループＡの発言を分類し、8つのコードの割合を

日程別に示したものが図 2である。 

 

 

図 2 グループＡのコードの割合の推移 

 

1 日目では、「内容に変化があるもの」の割合が 6

割を超している。これは、複数の内容の議論が同時

に並行して進んでおり一つ前の発言を必ずしも受け

ていないためである。この複数の内容の議論が同時

に並行して進むということはこの種のシステムの特

徴と言える。 

3 日目には「内容に変化が無いもの」の割合が 7

割を超している。日程が進むにつれて議論の方向性

がまとまり、参加者全員が同じ内容について議論を

したためと思われる。 

内容の変化の有無にかかわらず抽象化・要約の発

言が少ないのは会話での議論と違いシステム上に投

稿する上で投稿者が意見をまとめて投稿しているた

め、改めて抽象化・要約して発言する必要性が少な

いからと推察される。 

対面式のワークショップと違い参加者の顔が見え

ないことや匿名性が保たれることから、発言が議論

の内容から逸したものが多く含まれるのではないか

といったことも予想されたがそのような発言は少な

く正しい議論が行われたと言える。他にも、会話に

よる議論と違い文字を入力して投稿するため、少し

前の議論や質問に対しての返答が急に現れる場面が

多かった。これにより議論内容が見づらくなってし

まうことが考えられるため、発言それぞれを論点な

どで分けることや画面上の表示を変えるなどの改善

の余地があることがわかった。 

 

5. おわりに 

本研究では、キャンパス緑化を目的としたワーク

ショップから、ＷＥＢチャットシステムを使用した

議論について検討を行った。ＷＥＢチャットシステ

ムを使用することによりいくつもの議論内容を並行

して進めることができることや中断期間をおいても

発言を簡単に見直せることから再開が容易であるな

ど、システム上で行う議論の特性を発見できたと考

えられる。ワークショップを開催しても時間や場所

の都合により参加できない人がいるが、本システム

を使用することにより多くの人が参加することがで

きる。このことからワークショップなどの合意形成

でシステムを使用することは有用であるといえるだ

ろう。他方、従来の一つの場所に集まり行う対面式

のワークショップなどと同様に発言者に偏りが出て

しまうなど問題点がいくつか挙げられ、システムに

改善の余地があることが明らかとなった。 
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